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論文内容要旨
 人の醐腎に於ける動脈性血管交配に関して・古ぐから数多くの業績があるが・その大部分は劇
 腎に到達する主幹動脈の種類と雛に関する研究であり.,副腎自体の内部の血管構築に関する知
 見に乏しい。この放に諸種の⊥血管鵠服性病変の機序に関しても・現役隅でのところ未解決の分野
 が少なくない。砺究者はこの聞の問題の解明を志し,4例の非高血圧対照群について副腎の連続
 切片の顕微鏡投影図を積み重ねることによ診・醐腎被膜及びi爽質内の動詠構築の生理学的所見を
 立体的に把握した。これによって副腎実質内終末:動豚の麦醗域を定め,更に病的環境に於ける副
 腎動豚系の態度と}それに関連して惹起される紐織変化を追求した。病的材料は本態性高血圧症
 悪挫腎硬化症及び剰腎皮質陳旧姓梗塞など計16例であ匂,そのうち6例を連続切片による再構
 築の資料とした。
 副腎に到達した多数の小動詠は,内径25μ内外の太さで斜に被膜に侵入するが,このときの
 侵入動1泳相互間の題離は約950理980μである。その盾被膜内で徐々に細くなりながら2巳
 7μ内外の内證で斜走し2本の分校を左右に出す。この被膜動豚主幹及ぴ分枝には夫々叉は相互
 の間に吻合をみない。これらの経過中実質に陶って数多くの小分枝を出すが,その小分枝蘭の間
 隔は90～120μである。その多くは皮質に分布する細動詠分枝であ珍・他の一部は髄質固有
 動泳と言われるもので,直接髄質に達するや」太い細動詠である。皮質に分布する搬分枝は被膜
 直下で2本の小枝に分れ,一部はその部の薗毛細並1管網と交通する。しかしその主流は直ちに胎
 児型球状帯と成人型球状帯(東状帯の上端)の境界面に達し,それに沿って横能し,その后再び
 .上行して同じ被膜動肱に由来する他の鋼分枝と鼓膜内で交通する。そ'の境界面を遷る経過中上下
 に向って多数の細小枝を出している◎成人型球状帯に向う枝は闘もなく2分し細胞間を下向する
 が,成人型球状帯内では細動紛小枝としての性格を失わず,直接毛細管分枝を織すことなぐ,叉
 地の分枝との聞にも原則として吻合もない。更に東状帯に入ると毛細管網に注ぎ,その一部は前
 毛細管の形のまま上昇して成人型球状帯に淺いでいる。この別つの被膜動豚細分枝によって栄養
 される成人型球状帯ブロックは,皮質の厚さ672μ内外に対し漢さ{74μ内外,巾47μ内
 外である。生理的状態に於ては或る最小ブロックに沿って下掬する細動豚ノ飼支の豆蔵液は・別の単.
 位の最小ブロックに供給される。また鍍銀染色標本に於て,比較的厚!脇線維膜で境界される大蓉
 なブ艮ツクは.,上記最小ブロック数ケを含みその印はコ58μ内外である。
 以上のことから一つの被膜動詠を単位として起る病巣は横径約950μ位までの拡匂をもつ導
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 とが予測される。叉一つの皮質内細動詠小枝を単位として逸る病変は,上記の最小ブロック即ち
 横指47μ位であり}動豚の障害が皮質内に起す病巣はこの最小ブロツクーつ叉は2つ以上を単
 位としていることも考えられる。実際に副腎皮質の陳旧性梗塞の症例では}その病変が上述の相
 隣る被膜動肱主幹2本の撚りに生じたものであることが証明された。叉悪性腎硬化症に於ける串
 血柔ないし変性壊死巣は上記の皮質ブ惣ツクーつ交は2つ以上,時には一つの被膜動詠主幹の麦
 醗域に応じた拡珍を示すことが認められた。悪性腎硬化症に最もしばしば認められる副腎細i動脈
 壁の線維索変性が,内径53μ内外の被膜外小動肱,被膜動詠主幹,その分枝及ぴ時,には小枝に
 .見繊されることは皮質内病巣の拡動を裏付ける。
 本態性高血圧症にしばしば認められる副腎細動詠の粥状変性も,悪性腎硬化症の際の血管変化
 と同様の太さの範闘に認められ,しばしば内腔の狭窄を伴う。内径55μ以上の太さを有する被
 膜外翻永では中膜の肥厚を主とし,内整はしばしば拡張性である。本態性高血圧症に於ける副腎
 皮質の結節性肥大増生も妻小さいものは数ケの最小皮質ブロックから声大きいものは一つの被膜
 動豚主幹i支酌領域の拡匂を示すことが多い。この際結簾姓肥大増生病巣内の血管は拡張し吻合が
 盛んとな診,その内部の一つの最小皮質ブPツクに涯ぐ血液はその傍を通る細動詠小枝から直接
 供給されている。女本態性筒血圧症の場合は結節性肥大巣と限局性萎縮巣は交互に存在するが,
 萎縮巣内では線維の肥大増生と共に毛細並i管網が発達し,その部に注ぐ細動詠小枝は東状帯を通
 じて隣診の結節性肥大増生巣の血管網と吻合する。本態性高漁圧症に於ける副腎皮質病変が蕩盈
 圧症による2次的変化と一般に理解されている。この際被膜動豚系の機箆的叉は雛質的循環障害
 に応じ,或る単位1の皮質部分畷…縮,1線維化に頷き,それに1舞りする他の単位の皮質組織は肥大
 増生を営む。この2っの単位は一つの被膜外勤臆又は被膜動豚の分枝であることを考えれば,病
 変の発生の理解は容易である。なほ粥状変性は髄質圃腐鋤豚にも認められることがあるが,搬
 に対照群に比して髄質固有動脈の数の増加が鼠立つようであり,髄質に肥大があっても萎縮や線
 維化巣等を認めない。
 副腎皮質は内分必腺として,そこに現われる病変はACTHなどの上位液性因子によつて支配
 される面も少なくないことであろう。しかしながら一方高度の糖瑳.活動を営んでいる臓羅として
 そこに現われる生理的,病的変化にも循環蹄由来のものが滴然期待されるところである。
 本蘇究によって得られた成果は,この翻腎動豚循猿路の構築とその病理学的意義,特に2.5の
 副腎病変の病理発生を明らかにしたものであり,この分野に貢献するところが少なくない。
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 審査結果の要旨
 翻署内動脈は終末動脈とさカているが.その具体的な経路と支配域とを人体翻腎について定め
 た業績は見当らなかった。研究者は副督の連続鍍銀切片の顕微鏡投影図セ積み重ね・動脈性血管
 路の再構築を行った。
 謝腎に達した小動脈(直径25.9μ±0.6μ)は約950～980μの間隔で被膜に入る。
 (直径20.アμ±α4μ)。そして被膜内セ徐々に下降しながら左右に枝を出し,全く吻合する
 ことなく皮質との境界面疫で達するが,その間被馳貫いて皮質に至る数多くの小枝を思す。こ
 の小枝の多くは直ちに前毛細管となり皮質に注ぐが,一部は髄質固有動脈として皮質内を分枝す
 ることなく通過し,髄質の静脈性毛細管に生ぐ。前者は直ちに被膜と胎児性球状帯との蘭に存する毛
 細管網と吻合する傍ら,直ちに2分し胎児型球状帯を枝を出さずに通過し,胎泥塑球状帯と成人
 型球状帯との境界面を横走し.再び胎児型球状帯と被膜を貫いて瞬じ被膜動脈系に注ぐ。この両
 球状帯境界面を横走する問に,前毛細管を分岐するが,これは成人型球状帯のブ・ツク間隙を下
 降し.束伏帯の毛細管網に達する。ここから一方では離れた部の成人型球状帯のブ埠ツクを養う
 毛細管と,他方網状帯を経て髄質に至る毛細管を出す占.
 これらのことから副腎皮質を動脈支飼域によって分けると,小は成人型球状帯のブ・ック1箇
 の単位であり,大きな単位垂ま1本の被膳鋤脈…芝幹の支配域となる。この支哲己域の単位屯ま畠騒腎に於
 ける血管露国橡病変の解析上,甚だ重要且つ有意義なとこ6である。
 副腎皮質梗塞や悪性腎硬化症などでは,限局性戯血や壊死等の病巣の拡りから,樋塞ないし機
 能障害を予測される被膜動脈系の位置を帰納された。そして前者をては内陸の閉塞を,後者には壁
 の線維素様変性を証明された。
 本態性高血圧症の副腎動脈壁には内藤狭窄を伴う粥状変性がしばしばみられ.るQこれに応じ皮
 質には限局性の線維化巣と,'それに隣りする結締性肥大巣がみられる。この爾病巣は血管に富み,
 且つ毛細管を通じて互に交通が盛んである。これらの皮質変化は被膜動脈系の機能的及び羅質的
 循環障1害“てより,その麦雪融或に生じた変化で為ることが理角孝出来たぴ
 以上の研究は剛腎動脈路の支配域を明かにし・その病理学的意義,なかんずく高血圧症性別腎
 変化の発生機転を解明したものとして,まことに謝醐的な業績と判定される。
 よって本i論文は学位を授与するに値するもの々・認める。一
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